
 
 
 
 
 
 
 
 

 

脳
卒
中
は
発
症
す
る
と
脳
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ま
す
。 

運
よ
く
死
に
至
ら
な
く
と
も
後
遺
症
の
た
め
に 

そ
の
後
の
社
会
生
活
を
大
き
く
制
限
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。 

最
善
の
脳
卒
中
対
策
が
「
予
防
」
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。 

脳
卒
中
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
知
識
を
得
る
事
が
、 

恐
ろ
し
く
し
か
も
暗
い
病
気
で
あ
る
と
思
わ
れ
て
い
る 

「
脳
卒
中
」
を
克
服
す
る
第
一
歩
で
す
。 
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研究領域：                                                            
 脳卒中の予防医学、健康管理学                                      

現在の主な仕事：                                                      
 脳卒中の発症登録.追跡.解析システム                                

  脳卒中の地域比較、脳卒中の予防戦略                                
 地域健康管理システム                                              

脳卒中の予防に関して様々な危険因子について統計学的に解説し、 

血圧の管理の重要性、軽運動や社会参加活動の奨励 
について詳しくお話します。 

また、脳卒中になった場合における 

最新の治療方法や専門的な治療方法をわかり易く説明します。 


